
愛子岳植生垂直分布調査
（平成１８年度調査）

～

屋

久

島

の

価

値

と

科

学

の

役

割

～

研

究

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

開

催 イワガラミ
（ゆきのした科）

プロットは、愛子岳登山道入口から、登山道を５０メートル登った
地点である。傾斜の緩やかな北西斜面で、起点からセンターライン
方位は、Ｓ５０°Ｗで、平均傾斜は、２４°。

平
成
二
一
年
六
月
二
八
日

、

第
一
回
屋
久
島
世
界
遺
産
地
域

科
学
委
員
会
が
九
州
森
林
管
理

局

、
九
州
地
方
環
境
事
務
所

、

鹿
児
島
県

、
鹿
児
島
県
教
育
委

員
会
及
び
屋
久
島
町
が
共
同
で

安
房
総
合
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た

。

同
科
学
委
員
会
は

、
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
屋
久
島
の
自

然
環
境
を
把
握
し

、
科
学
的
な

デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
順
応
的
管

理
に
必
要
な
助
言
を
得
る
こ
と

を
目
的
に
学
識
経
験
者
等
で
構

成
し

、
設
置
し
ま
し
た

。

屋
久
島
に
お
い
て
は
利
用
者

の
増
加
に
よ
る
影
響

、
ヤ
ク
シ

カ
に
よ
る
植
生
被
害

、
関
係
機

屋久島生態系モニタリング 「
順

応

的

保

全

管

理

体

制

の

構

築

に

向

け

て

」
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科学委員会の様子

ﾎｰﾑﾍﾟ-ｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http://www.kyusyu.kokuyurin.go.jp/syoukai/hozentop2.html

・愛子岳斜面（標高200ｍ地点）

プロットの階層別植生は、高木層では優先種は、ｽﾀﾞｼﾞｲである。
他は、ﾅﾀｵﾚﾉｷ･ﾄｷﾜｶﾞｷ･ﾏﾃﾊﾞｼｲ等が多く出現する。その下層に
は、ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅが多くﾌｶﾉｷ･ｶｸﾚﾐﾉ･ﾔﾏﾋﾞﾜ･ｲｽﾉｷ・ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷなどが
出現するが、個体数は少ない。植被率は９５％と高い。ｽﾀｼﾞｲには
時にｵｵﾊﾞﾔﾄﾞﾘｷﾞが寄生する。

草本層では、ｲﾇｶﾞｼ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ･ｲｽﾉｷ･ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ等の稚樹が多
い。ｱﾃﾞｸ･ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ･ｽﾀﾞｼﾞｲ･ﾅﾀｵﾚﾉｷ等の高木や亜高木性樹種の
稚樹が生育するが、高木層に出現しない稚樹も生育している。低木
や草本も多く植被率は、高い。ﾀｼﾛﾙﾘﾐﾉｷの多いのが特徴。

低木層では、ｲﾇｶﾞｼ･ｲｽﾉｷ･ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲの個体数が多
い。他は、ｱﾃﾞｸ･ｶｸﾚﾐﾉ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ﾀｼﾛﾙﾘﾐﾉｷ･ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷ･ﾏﾃﾊﾞｼｲ･ﾐﾐ
ｽﾞﾊﾞｲ･ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅ･ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ等が出現し、ﾄｷﾜｶﾞｷ･ｼｬｼｬﾝﾎﾟ･ｼﾛﾀﾞﾓ･ﾅﾀ
ｵﾚﾉｷなども生育する。前回見られたｲﾇﾋﾞﾜが今回消滅している。

亜高木層では、個体数の多い樹種は、ｲｽﾉｷ･ｲﾇｶﾞｼ･ﾏﾃﾊﾞｼｲ･ﾋｻ
ｶｷ･ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ･ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷなどである。他は、ｵﾆｸﾛｷ･ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ･ｻｸﾗ
ﾂﾂｼﾞ･ﾅｷﾞ･ﾌｶﾉｷ･ﾓｯｺｸ･ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅが育生し、ﾅﾀｵﾚﾉｷ･ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞ･ﾀﾌﾞﾉ
ｷ･ｻｶｷ･ﾐﾐｽﾞﾊﾞｲなども出現する植被率は３０％と低い｡

第
一
回
屋
久
島
世
界
遺
産

地
域
科
学
委
員
会
の
開
催

屋久島の植物

北
海
道
か
ら
九
州
に
分
布
す

る
つ
る
性
落
葉
樹
で

、
屋
久
島

が
分
布
の
南
限
で
あ
る

。
気
根

を
出
し
て
岩
や
木
に
は
い
の
ぼ

る

。
花
は
ツ
ル
ア
ジ
サ
イ
と
同

じ
時
期
に
同
じ
よ
う
な
場
所
に

咲
く
の
で
間
違
い
や
す
い
が

、

装
飾
花
の
花
弁
の
よ
う
な
白
い

が
く
片
が
一
枚
な
の
で
区
別
で

き
る

。

花
期
は
六
～

七
月

関
や
研
究
者
等
が
そ
れ
ぞ
れ
実

施
し
て
い
る
自
然
環
境
に
関
す

る
調
査
研
究
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
調
整
な
ど
が
課
題
と
な

っ
て

い
ま
す

。
ま
た

、
平
成
二
四
年

の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会

で
は

、
屋
久
島
を
含
む
我
が
国

の
世
界
遺
産
の
保
全
状
況
に
つ

い
て
定
期
報
告
が
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
り

、
近
年
の
定
期
報
告

に
お
い
て
は

、
世
界
遺
産
と
し

て
の
価
値
を
改
め
て
確
認
す
る

こ

と

が

求

め

ら

れ

る

と

と

も

に

、
十
分
な
保
全
管
理
体
制
が

取
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も

確
認
が
行
わ
れ
て
い
い
ま
す

。

今
回
の
会
議
で
は

、
遺
産
地
域

の
概
要
と
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や

順
応
的
保
全
管
理
体
制
の
構
築

と
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
や
世

界
遺
産
と
し
て
の
屋
久
島
の
価

値
と
対
応
が
求
め
ら
れ
る
課
題

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た

。

次
回
は

、
一
二
月
に
予
定
さ

れ
て
お
り

、
具
体
的
な
研
究
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
評
価
を
行

「
求
め
ら
れ
る
屋
久
島

、
期
待

さ
れ
る
調
査
研
究

」
を
テ
ー

マ

に

、
価
値
創
造
へ
の
貢
献

、
現

状
認
識
の
明
確
化

、
順
応
的
管

理
方
策
の
提
言
を
柱
に

、

「
島

民
の
み
な
さ
ん
が
主
体
と
な

っ

て
世
界
に
誇
れ
る
屋
久
島
に
し

て

欲

し

い

。

」
と

結

ん

だ

。

ま

た

、
パ

ネ

ル

デ

ィ
ス

カ

ッ

シ

ョ
ン
で
は

、
学
術
的
な
価
値

や
観
光
客
が
感
じ
る
価
値

、
島

外
へ
発
信
す
べ
き
も
の
と
方
法

な
ど
を
パ
ネ
リ
ス
ト
の
コ
メ
ン

ト
に
加
え
参
加
者
か
ら
の
意
見

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
議
論
が
進

ん
だ

。
後
半
は
期
待
さ
れ
る
調

査
研
究
と
し
て

、
研
究
者
が
相

互
の
情
報
交
換
が
で
き
る
機
会

の
創
出

、
住
民
と
研
究
者
と
の

連
携
の
必
要
性
に
ま
で
議
論
が

お
よ
び

、
双
方
に
と

っ
て
有
意

義
な
議
論
と
な
り
ま
し
た

。

参加者多数盛況のパネディスカッション

“皆既日食” 裏面へ

い

、
議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す

。

委員による西部地域現地視察

六
月
二
七
日

、
屋
久
島
世
界

遺
産
地
域
科
学
委
員
会
の
設
置

を
記
念
し
て

、
九
州
森
林
管
理

局

、
九
州
地
方
環
境
事
務
所

、

鹿
児
島
県

、
鹿
児
島
県
教
育
委

員

会

及

び

屋

久

島

町

が

主

催

し

、
屋
久
島
環
境
文
化
財
団
の

共
催
に
よ
り

、

「
屋
久
島
の
価

値
と
科
学
の
役
割

」
と
題
し
て

屋
久
島
世
界
遺
産
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
を

、
安
房
総
合
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た

。

島
内
各
地
か
ら
様
々
な
業
種

の
住
民
等
約
一
四
〇
人
が
出
席

す
る
中

、
基
調
講
演
で
矢
原
徹

一
九
州
大
学
大
学
院
教
授
は

、



『洋上アルプスNO.172号裏面』屋久島森林環境保全センター

来る７月２２日に、屋久島では今世紀最大の継続時間となる「皆既日食」が見られるこ
とから、その前後の期間、多数の来島者や山岳部への登山者が予想されています。
このため、屋久島町では「皆既日食屋久島町対策協議会｣を設置し、その対策に当たって
きたところです。その中で、山岳部における登山者への注意喚起としてチラシ等を作成し
広く呼びかけを行うこととしています。
当日の山岳部への登山者の見込みは未知数ですが、森林管理署・森林環境保全センター
としても例年行っている夏休み期間中の森林パトロール計画を行うこととしており、山岳
部での安全対策に取り組みます。


